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副会長　小澤　大助

前期の前期の 活動活動ＰＴＡ

北東 大 会
国全 大 会

研 修 旅 行 ＰＴＡ

7月6日（金）

　７月２０日、PTA研修旅行に参加させていただきました。PTA会長、副会長、先生方をはじめ、
役員の方々１５名で盛岡大学と、「ガラス体験工房森のくに」へ行きました。
　盛岡大学では、担当の方が大学と短期大学の説明を丁寧にしていただき参考になりました。また、
迫桜高校の卒業生の方も在学中と伺いました。また、大学構内の沢山の花に感動し、素晴らしい大
学でした。昼食は「わんこそば　やぶ屋」さんで懐石料理をいただきました。
　ガラス体験工房森のくにでは、フュージングとサンド
ブラストに分かれて製作活動をし、サンドブラストは持
ち帰りましたが、フュージングは後日発送という事でし
た。フュージングは、迫桜祭当日、PTAブースに展示
され完成品を見ることができました。
　この研修に参加して、迫桜高校のPTA活動の素晴ら
しさを教えていただきました。企画していただいた先生
方に感謝申し上げ、PTA研修旅行の報告とさせていた
だきます。

　

　令和元年７月５日（金）、山形市総合スポーツ
センターにおいて東北６県より1527名の保護者
が参加されました。
　令和最初の年に初参加できた事、また平成30
年広報誌コンクールでは迫桜高校が優良賞で表彰された事を心から嬉しく思います。今年の研究協
議テーマ「子どもたちの自立を支え家庭・学校・地域が一体となった地域創生をめざすPTA活動」
で各県からの発表がありました。各学校共通しているのが、少子化・行事の参加率が低いこと・役
員の選出などです。これは今後の課題になりそうです。
　午後から陰山英男氏による講演がありました。学力向上は働き方改革の本命で、学力向上は高校
からでも大丈夫である事、その為には基礎基本は応用力などから伸びるという事を学びました。今
後、学んだ事を子ども達へ教えPTA活動にも活かして取り組んでいけたらと思います。

　8月22日～23日の日程で開催された第69回全国高等学校PTA連
合会大会「京都大会」に迫桜高校PTAから私と副会長二名の計三
名で参加しました。大会初日は開会行事とその後に行われた分科
会に参加しました。私が選択した第6分科会では「我が子の進路
選択にどう向き合う？～入試が変わる、授業が変わる・・・動き
出した教育改革～」がメインテーマでした。大学入試や高校・大
学の授業が変革している現在の教育改革の中で、我が子の進路選択への向き合い方を有識者の講師
の先生方の講演を通して学びました。
　大会二日目は京都府内2校のアトラクションから始まり、その後に日本電産の会長である永守重
信氏により記念講演が行われ「学校教育・家庭教育に思うこと」と題して子どもたちの健全育成、
家庭や地域、学校教育での様々な問題点の提起と問題解決に向けたアドバイス等が企業人からの視
点で語られました。
　今回の大会への参加を通して、子どもたちを取り巻く今日的な課題やPTA活動の役割や、その重
要性について多くの事を学ぶ有意義な機会になりました。

PTA企画委員会副委員長　三浦　由美
PTA研修旅行に参加して

７月20日（土）

７月２３日（火）

８月22日（木）・23日（金）

７月５日（金）

PTA会長 小澤　大助
全国高Ｐ連京都大会に参加して

夏 休み 前 回の 巡

東北地区高P連山形大会に参加して

庶務会計 相馬真由美
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保
護
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
本
校
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
８
月
31
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
〝
迫
桜
祭
〟
に
は
、多
く

の
保
護
者
の
皆
様
方
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒

た
ち
も
大
き
な
励
み
に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
毎
年
進
化
を
続
け
て
い
る
〝
迫
桜
祭
〟
で
す

が
、
今
年
度
は
、
ク
ラ
ス
発
表
の
審
査
に
、
参
観
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
決
勝
に
進
出
出
来
な
か
っ
た
他
ク

ラ
ス
の
演
技
を
、
Ｆ※

Ｌ
Ａ
に
お
い
て
映
像
で
流
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
々
が
足
を
止
め
見
て
い
た
だ
き

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

夏
休
み
前
か
ら
準
備
と
は
言
う
も
の
の
、
多
く
の

ク
ラ
ス
が
実
際
に
動
き
出
し
た
の
は
、
夏
休
み
明
け

か
ら
で
、
本
当
に
短
い
期
間
で
の
準
備
と
な
り
ま
し

た
が
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。迫

桜
生
た
ち
は
精
一
杯
の
〝
お
も
て
な
し
〟
を
し
よ
う

と
、
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
し
た
。
特
に
３
年
次
の

生
徒
と
先
生
方
は
、
進
路
に
向
け
て
何
か
と
忙
し
い

中
で
し
た
が
、
３
年
次
生
の
〝
意
地
〟
と
〝
覚
悟
〟

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
後
輩
た
ち
に
背
中
で
３
年
次

生
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
３
年
次

生
で
す
。「
お
疲
れ
様
。
そ
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」

　

さ
て
、「
祭
り
の
後
の
寂
し
さ
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
次
か
ら
次
へ
と
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
出
て
き
て
、
そ
ん
な

余
韻
に
浸
っ
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
年
次
は
、

就
職
試
験
や
進
学
試
験
と
、
未
来
に
向
け
て
の
勝
負

の
時
が
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
面

接
の
練
習
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
・
２
年
次
に
と
っ
て
は
、３
年
次
が
抜
け
た
後
の

部
活
動
と
し
て
の
公
式
戦
で
あ
る
、
新
人
大
会
等
が

始
ま
り
、必
死
に
な
り
戦
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、前
期

の
ま
と
め
で
も
あ
る
、前
期
期
末
考
査
も
あ
り
、時
間

が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。
こ
の

大
変
な
時
を
、
友
と
と
も
に
、
そ
し
て
、
家
族
と
と

も
に
乗
り
切
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
夢

あ
る
未
来
に
向
け
て
、
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
な
の
で
す
か
ら･･･

。
こ
こ
を
乗
り

越
え
て
こ
そ
、
心
身
と
も
に
一
回
り
大
き
く
な
っ
て

い
く
の
で
す
。
頑
張
れ
！
迫
桜
生
！

※
Ｆ
Ｌ
Ａ
は
教
室
と
教
室
の
間
な
ど
に
あ
る
イ
ス
と

テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
。

　

９
月
11
日
の
７
校
時
に
立
会
演

説
会
が
行
わ
れ
、
生
徒
会
長
に
立

候
補
し
た
和
久
緋
里
さ
ん
（
２
―

２
）
が
全
校
生
徒
を
前
に
自
ら
の

政
策
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
応

援
弁
士
の
千
葉
愛
莉
さ
ん
（
２
―

４
）
が
和
久
さ
ん
の
応
援
演
説
を

行
い
ま
し
た
。

　

立
会
演
説
会
の
後
、
投
票
が
行

わ
れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
立
候
補
者
が
和
久
さ
ん
の

み
で
あ
っ
た
た
め
、
信
任
投
票
の

結
果
、
96
％
を
超
え
る
信
任
を
獲

得
し
、
和
久
さ
ん
が
新
生
徒
会
長

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
生
徒
会
長
の
和
久
さ
ん
を
中

心
と
し
た
生
徒
会
新
体
制
の
今
後

に
注
目
で
す
！

新生徒会長決定す！！生徒会長決定す

迫桜号外
ニュース

校
　
長
　
及　

川　

功
次
郎

「
迫
桜　

第
37
号
」
に
寄
せ
て
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６
月
20
日
午
後
４
時
30
分
か

ら
本
校
１
階
図
書
館
前
Ｆ
Ｌ
Ａ

ス
ペ
ー
ス
で
迫
桜m

ini

フ
ェ

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

m
ini

フ
ェ
ス
は
今
年
度
か
ら

新
し
く
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
、

文
化
部
の
発
表
の
場
を
増
や
し

て
欲
し
い
と
い
う
生
徒
た
ち
か

ら
の
要
望
を
生
徒
会
執
行
部
が

中
心
と
な
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

迫
桜m

ini

フ
ェ
ス
は
生
徒
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
生
徒
自
身

で
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
初
回
は
合
唱
部

が
登
場
！
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」「
打
上
げ
花
火
」「
夜
空
ノ

ム
コ
ウ
」
を
披
露
し
、
多
く
の

生
徒
・
先
生
か
ら
の
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
（
水
）
16
時
か
ら
、
本
校

生
徒
会
執
行
部
７
名
が
栗
原
市
役
所
に

て
、
千
葉
健
司
栗
原
市
長
と
対
談
を
行

い
ま
し
た
。
初
め
に
千
葉
市
長
か
ら
栗

原
市
の
現
状
や
将
来
構
想
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
か

ら
千
葉
市
長
に
対
し
て
「
成
人
年
齢
が

18
歳
に
な
る
に
あ
た
っ
て
成
人
式
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
」
と
い
っ
た
質
問

や
「
若
柳
地
区
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
」
と
い
っ
た
鋭
い

質
問
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長

か
ら
は
「
道
の
駅
に
作
っ
て
欲
し
い
施

設
」
に
つ
い
て
逆
質
問
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
は
「
瞬
間
」
栗
原
市
長

と
し
て
市
長
席
に
座
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
と
の
対
談
の
後
に
は
市

議
会
の
議
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
議
長

席
に
座
り
、
マ
イ
ク
を
入
れ
て
も
ら
い
、

モ
ニ
タ
ー
を
つ
け
て
も
ら
い
、
議
会
事

務
局
の
方
と
模
擬
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

迫桜mini フェス

栗
原
市
長
と
対
談
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（6）令和元年10月10日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

実り多い活動を

参加する事で学ぶ事もある

委員長　松　盛　　　勲

委員長　山　内　香奈子

　

今
年
度
の
企
画
委
員
会
は
、「
実
り
多
い
研
修
の
実
施
」
を
活
動

方
針
に
、
迫
桜
祭
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
の
開
催
、
進
路
委
員
会
と

共
に
研
修
旅
行
・
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

　

研
修
旅
行
は
岩
手
の
盛
岡
大
学
を
見
学
し
ま
し
た
。
職
員
の
方

か
ら
盛
岡
大
学
が
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
、
特
色
を
説
明
さ
れ
、

構
内
を
見
学
し
、
学
生
生
活
の
様
子
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。　

「
ガ
ラ
ス
体
験
工
房　

森
の
く
に
」
で
は
各
々
希
望
し
た
ガ
ラ
ス

加
工
作
品
に
挑
戦
し
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
無
事
、
完
成
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

迫
桜
祭
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
は
、
会
員
・
教
職
員
の
皆
様
か
ら
提

供
し
て
頂
い
た
品
々
を
安
価
で
販
売
し
盛
会
裏
に
開
催
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
収
益
金
は
在
校
生
の
為
に
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
改
め
て
物
品
の
提
供
・
購
入
を
し
て
頂
い
た
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
高
校
生
活
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
為

の
大
き
な
助
走
期
間
と
も
い
え
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
生
徒

た
ち
が
、
存
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
力
添
え

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

進
路
委
員
会
で
は「
保
護
者
も
一
緒
に
進
路
の
勉
強
を
し
よ
う
」

を
活
動
方
針
に
一
年
間
活
動
し
て
い
く
事
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
企
画
委
員
会
と
合
同
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
で
は
７
月
20
日
（
土
）
に
、
岩
手
県
に
あ
る
「
盛

岡
大
学
」
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
お
子
様
の
進
路
は

違
い
ま
す
が
大
学
の
方
か
ら
様
々
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
花
巻
に
あ

る
ガ
ラ
ス
体
験
工
房
森
の
く
に
へ
行
き
「
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
作
り
」

と
「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
作
り
」
を
楽
し
み
な
が
ら
制
作
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
10
月
20
日
（
日
）
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
子
供
の
進
路
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
で
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

委
員

宍
戸
美
千
枝
（
１
―
２
）

米
谷　

理
恵
（
１
―
４
）

佐
藤　

美
紀
（
１
―
５
）

佐
藤　

忠
美
（
２
―
４
）

川
村　

光
宏
（
２
―
４
）

大
場　

美
緒
（
２
―
４
）

相
馬
真
由
美
（
３
―
２
）

佐
藤　

恵
子
（
３
―
３
）

鈴
木　

善
行
（
学
校
）

今
野　

英
樹
（
学
校
）

委
員

菅
原　

久
樹
（
１
―
４
）

佐
藤
亜
希
子
（
１
―
５
）

三
浦　

由
美
（
１
―
５
）

小
野
寺
み
ゆ
き（
２
―
５
）

伍
十
川
佳
和
（
２
―
５
）

中
澤　

千
保
（
２
―
５
）

小
野
寺
孝
司
（
３
―
３
，１
―
５
）

鈴
木
和
香
子
（
３
―
４
）

佐
々
木
達
幸
（
学
校
）

佐
々
木　

薫
（
学
校
）

千
葉　
　

亮
（
学
校
）

小
野
寺
永
市
（
学
校
）
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（7） 令和元年10月10日発行宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

地域と共にをモットーに
　　　　「健全育成」を！

迫桜の素晴らしさ

委員長　伊　藤　麻　美

委員長　小野寺　奈　美

　

健
全
育
成
委
員
会
で
は
、「
生
徒
の
健
全
育
成
」
を
目
的
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
一
体

と
な
っ
た
活
動
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
７
月
23
日
に
は
、
学
警

連
市
内
合
同
巡
回
を
本
校
教
職
員
並
び
に
、
若
柳
警
察
署
と
合
同

で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
地
域
一
斉
に
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

若
柳
地
区
以
外
に
、
築
館
や
佐
沼
で
も
商
業
施
設
を
中
心
に
巡
回

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
警
察
の
方
々
、
そ
し
て
巡
回
先

で
あ
る
地
域
の
皆
様
の
意
見
や
情
報
を
頂
き
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
10
月
２
日
の
正
門
前
で
の
あ
い
さ
つ

運
動
、
12
月
に
は
冬
期
休
業
前
学
警
連
市
内
合
同
巡
回
、
来
年
１

月
に
は
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

健
全
育
成
委
員
会
の
活
動
は
、
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
教

職
員
や
警
察
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
「
夢
羽
ば
た
け
未
来
へ
！
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」を
活
動
方
針
と
し

て
、
広
報
委
員
会
で
は
、
一
年
間
活
動
し
て
い
く
事
に
し
ま
し
た
。

６
月
30
日
発
行
の
号
外
を
は
じ
め
と
し
て
、
37
号
、
38
号
と
発
行

し
て
い
き
ま
す
。
迫
桜
祭
や
高
校
総
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
の
様
子

や
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
、
地
域
の
声
や
、
先
生
方
と
の
情
報
を
ま
と

め
て
、
広
報
『
迫
桜
』
を
発
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
や
先
生
方
の
お

力
を
頂
き
広
報
『
迫
桜
』
を
発
行
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委
員

鹿
野　

博
美
（
１
―
１
）

佐
藤　

英
樹
（
１
―
２
）

武
田　

昌
広
（
１
―
５
）

小
野
寺
正
隆
（
２
―
１
）

佐
　々

木
玲
（
２
―
１
）

佐
藤　

妙
子
（
２
―
３
）

髙
橋　

昌
美
（
２
―
５
）

菊
池　
　

恵
（
３
―
１
）

小
野
寺
美
智
（
３
―
２
）

三
浦　

文
恵
（
３
―
３
）

千
葉　

清
香
（
３
―
３
，１
―
５
）

川
田
清
太
郎
（
３
―
５
）

長
谷
川
絵
美
（
３
―
５
）

千
葉　
　

亮
（
学
校
）

髙
橋　

謙
一
（
学
校
）

日
下　

遼
太
（
学
校
）

委
員

雫
石　

美
絵
（
１
―
１
）

髙
橋
江
梨
子
（
１
―
３
）

土
屋　

栄
子
（
１
―
３
）

佐
竹
真
由
美
（
２
―
２
）

千
葉　

真
紀
（
２
―
２
）

鈴
木　

憲
子
（
２
―
３
）

菅
原　

洋
一
（
３
―
２
）

三
浦　

智
恵
（
３
―
２
、１
―
１
）

佐
藤　

和
也
（
３
―
３
）

鈴
木　

弥
生
（
３
―
４
）

千
葉　

広
恵
（
３
―
４
）

鈴
木　

育
恵
（
３
―
５
）

早
坂　

栄
一
（
学
校
）
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期待を胸に
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特特集集

（10）令和元年10月10日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

昼　食

下　校

部活・放課

１番人気の「雷弁当」

　迫桜の購買・食堂は「リーズナブルでおいしい」と
評判です。食堂の座席は昼休みはすぐに埋まってしま
うほどの人気です！一般の方も利用可能なので、是非
足を運んでみてください！

　迫桜は部活動にも力を入れています。１４の運
動部、１３の文化部が活動しています。迫桜生は
部活動に全員参加することになっています。部活
動のほかにも、各種委員会や生徒会執行部で活動
している生徒も多くいます。

　迫桜は１９時に完全下校、つまり、校門の外
にいなければなりません。「友達ともっとおしゃ
べりしたい！」でも、ルールは守ろう！気をつ
けて帰ってね！



特特集集

（11） 令和元年10月10日発行宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

登校～朝読書

授　業

　迫桜は８：３０までに登校する決まり
になっています。遅刻ゼロを目指そう！
そして８：３０から１０分間の朝読書の
時間があります。この時間は各自ひたす
ら本に向き合います。もちろん先生も！

　迫桜は総合学科なので、自分の進路
を意識した科目選択を生徒自身で行っ
ています。迫桜は人文国際・自然科学・
エンジニアリング・アグリビジネス・情
報科学・福祉教養の６つの系列に分かれ
ています。迫桜高校は進学から就職まで、
幅広い進路希望の実現に向けてバック
アップする体制をつくっています。
　自分自身で科目を選んでいるため、そ
れぞれ各科目の教室に移動して授業を
受けます。
また、各系列で様々な資格を取得するこ
とができるのも総合学科である迫桜の
魅力です。
　さらに、各系列では、校外での実習に
参加することも多いです。



迫迫迫

桜桜桜

す
躍
活

生生生

る

おめでとう!!
東北大会出場
おめでとう!!
東北大会出場

（12）令和元年10月10日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

◇
弓
道
部
◇

男
子　

第
二
位

女
子　

第
二
位

男
子
個
人

　

第
三
位　

阿
部　

浩
翔

女
子
個
人

　

第
二
位　

鈴
木
優
貴
乃

◇
剣
道
部
◇

男
子
団
体　

第
三
位

　
　
　
　
（
登
米
総
産
と
の
合
同
）

女
子
団
体　

第
五
位

女
子
個
人

　

ベ
ス
ト
８　

宮
東　

春
菜

◇
ホ
ッ
ケ
ー
部
◇

　

第
二
位

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
◇

　

第
二
位

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
◇

　

男
子　

優
勝

　

女
子　

第
三
位

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
◇

　

男
子　

第
三
位

　

女
子　

第
五
位

◇
サ
ッ
カ
ー
部
◇

　

優
勝

◇
野
球
部
◇

一
回
戦

　

15
―
３
四
校
連
合

代
表
決
定
戦

　

０
―
10
古
川
学
園

敗
者
復
活
戦

　

０
―
５
小
牛
田
農
林

◇
陸
上
部
◇

男
子

一
五
〇
〇
Ｍ

　

第
三
位　

菅
原　

希
良

三
〇
〇
〇
Ｍ
Ｓ
Ｃ

　

第
一
位　

菅
原　

希
良

円
盤
投
げ

　

第
三
位　

伊
藤　

昂
汰

女
子

四
〇
〇
Ｍ

　

第
一
位　

工
藤
凜
々
花

八
〇
〇
Ｍ

　

第
三
位　

佐
々
木
千
夏

一
五
〇
〇
Ｍ

　

第
一
位　

佐
々
木
千
夏

一
〇
〇
Ｍ
Ｈ

　

第
二
位　

菅
原　

千
紘

　

第
三
位　

本
田　

紗
菜

四
〇
〇
Ｍ
Ｈ

　

第
一
位　

菅
原　

千
紘

四
×
一
〇
〇
Ｍ
Ｒ

　

第
二
位　

工
藤
・
菅
原
・

　
　
　
　
　

曽
根
・
本
田

走
高
跳

　

第
一
位　

佐
藤　

真
恋

　

第
三
位　

佐
々
木
美
玲

◇
柔
道
部
◇

男
子
団
体　

第
二
位

男
子
個
人

【
軽
量
級
】

　

第
三
位　

千
葉　

瑛
斗

【
中
量
級
】

　

第
一
位　

尾
形　

智
希

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
◇

男
子
団
体　

三
回
戦
敗
退

男
子
個
人
（
県
大
会
出
場
）

　

髙
山
琉
貴
・
加
藤
大
和
ペ
ア

　

菅
原　

学
・
菅
原
慈
元
ペ
ア

女
子
団
体　

二
回
戦
敗
退

女
子
個
人
（
県
大
会
出
場
）

　

千
葉
古
都
里
・
加
藤
綾
香
ペ
ア

　

宮
東　
　

遥
・
三
浦
陽
希
ペ
ア

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
◇

男
子
学
校
対
抗　

第
三
位

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
三
位　

千
葉
慎
之
介

　
　
　
　
　

加
藤　

優
斗　

女
子
学
校
対
抗　

第
三
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８

　

渡
邊　

凜
・
梅
田
み
の
り

　

加
藤
愛
望

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８

　

尾
形
響
希
・
遊
佐
朱
音

◇
卓
球
部
◇

男
子
学
校
対
抗　

優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
一
位　

佐
藤　

永
遠

　
　
　
　
　

佐
藤　

陽
生

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
一
位　

佐
藤　

永
遠

　

第
二
位　

高
橋　

那
月

　

第
三
位　

鈴
木　

大
夢

女
子
学
校
対
抗　

優
勝

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
一
位　

小
野
寺
優
月

　
　
　
　
　

髙
橋　

志
帆

　

第
二
位　

岩
松
愛
美
莉

　
　
　
　
　

佐
藤　

結
奈

　

第
三
位　

佐
藤　

和
奏

　
　
　
　
　

佐
々
木
瑞
希

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
一
位　

岩
松
愛
美
莉

　

第
二
位　

髙
橋　

志
帆

　

第
三
位　

佐
藤　

和
奏

支
部
総
合
体
育
大
会
結
果
報
告



（13） 令和元年10月10日発行宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　

８
月
31
日
（
土
）
の
迫
桜
祭

一
般
公
開
が
終
了
し
た
後
、
後

夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
「
Ｖ
Ｓ
迫
桜
」
で

は
、
生
徒
同
士
や
生
徒
対
教
師

で
、
腕
相
撲
対
決
・
酸
っ
ぱ
い

物
や
辛
い
物
の
早
食
い
対
決
・

二
人
羽
織
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の「
未
成
年
の
主
張
」

で
は
、
１
―
３
と
３
―
４
が
そ

れ
ぞ
れ
「
主
張
」
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

第
三
部
の
有
志
団
体
発
表
で

は
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
歌
や
ヲ

タ
芸
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
部

写
真
展

　

銀
賞
・
銅
賞　

山
崎　

永
愛

　

銅
賞　
　
　
　

山
崎　

愛
花

　

銅
賞　
　
　
　

千
田　

樹
璃

　

銅
賞　
　
　
　

大
山　

莉
子

　

生
徒
推
薦
賞　

山
崎　

永
愛

書
道
部

書
道
部
門

　

最
優
秀
賞
・
生
徒
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　
　

曽
根　

麻
由

　

優
秀
賞
・
生
徒
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

怜
華

　

優
良
賞　
　
　

中
村　

瑞
生

美
術
部

美
術
展

　

優
秀
賞
・
会
員
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　
　

曽
根　

璃
奈

　

会
員
推
薦
賞　

山
内　

愛
梨

第27回宮城県高文連
　　栗原・登米支部総合文化祭

迫桜祭
～後夜祭編～



全国大会出場!!祝祝

（14）令和元年10月10日発行 宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

①
４
月
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　

初
め
は
本
社
で
の
研
修
や
講
習
会
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
「
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
た
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
感
じ
た
の
は
、
高
校
と

は
ま
た
違
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
入
社
し

た
当
初
は
先
輩
方
と
あ
ま
り
積
極
的
に
関
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仕
事
を
し
な
が

ら
学
ぶ
上
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
先
輩
方
に
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

②
仕
事
の
内
容

　

現
在
行
っ
て
い
る
の
は
プ
レ
ス
機
の
オ
ペ

レ
ー
ト
作
業
で
す
。
電
気
回
路
を
つ
な
ぐ
重

要
な
部
品
で
あ
る
「
端
子
」
を
巻
く
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
端
子
は
、
自
動
車
の

ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
と
い
っ
た
部
品
な
ど
に

使
わ
れ
、
国
内
の
自
動
車
に
は
ほ
と
ん
ど
搭

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
端
子
に
不
具
合
が
あ
る

と
、
様
々
な
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の

で
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な
作
業
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

③
迫
桜
高
校
で
学
ん
だ
こ
と

　

迫
桜
高
校
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系

列
だ
っ
た
の
で
、
授
業
で
使
っ
て
い
た
ノ
ギ

ス
や
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
計
測
器

は
現
場
で
も
使
う
の
で
、
授
業
の
内
容
が
現

場
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

土
木
の
講
義
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
る「
５
Ｓ
」

は
学
校
だ
け
で
な
く
、
仕
事
中
も
意
識
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

３
年
次
の
皆
さ
ん
は
今
ま
さ
に
就
職
や
進

学
が
決
ま
っ
て
い
く
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

公
開
す
る
こ
と
よ
り
も
、
今
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
す
る
の
が
一
番
良
い
と
思
い
ま
す
。

今
頑
張
れ
ば
、
後
々
楽
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　

１
・
２
年
次
の
皆
さ
ん
は
、
今
か
ら
自
分

の
将
来
の
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
早
め
に

見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
職
場
や
学
校
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
当
て
は
ま
る
会
社
や
学
校
が
見
つ
か

り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

２年１組　山崎永愛さん（写真部）

卒業生の
活躍

小
野
寺　

駿 

（
平
成
三
十
年
度
卒
）

日
本
端
子
（
株
）
花
泉
工
場

　

本
校
写
真
部
の
山
崎
永
愛
さ
ん
が
佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
、

「
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

２
０
１
９
さ
が
総

文
」写
真
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
」
と
も
言
わ
れ
る
全
国
総
文
祭
を
経
て
、
今
後
の
本
校
写

真
部
、
そ
し
て
山
崎
さ
ん
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
！
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①
４
月
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　
　

最
初
は
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ

と
に
と
て
も
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
分
か
ら

な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
中
で
丁
寧
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
聞
き
自
分

の
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
も
増

え
て
お
り
、
大
変
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
楽
し
く
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
ま
す
。

②
仕
事
の
内
容

　

主
に
、
日
常
生
活
に
何
ら
か
の
支
障
を
き

た
し
て
い
る
方
へ
の
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な

ど
、
身
の
回
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
又
、
利
用
者
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事

の
１
つ
で
す
。

③
迫
桜
高
校
で
学
ん
だ
こ
と

　

迫
桜
高
校
で
は
、
福
祉
に
つ
い
て
専
門
的

に
学
ぶ
事
が
で
き
、
仕
事
上
で
は
、「
こ
の
病

気
の
利
用
者
様
に
は
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が

で
て
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
」
と

い
っ
た
知
識
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
や
移
乗

の
仕
方
な
ど
、
実
習
や
実
技
で
学
ん
だ
技
術

が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

就
職
し
て
社
会
の
中
に
入
る
こ
と
は
、
と

て
も
不
安
だ
と
思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
上
司
の
方
や
先
輩

に
ど
ん
ど
ん
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
ず

つ
不
安
も
な
く
な
り
、
仕
事
が
楽
し
い
と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
身
だ

し
な
み
を
整
え
、あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し
、就

職
活
動
に
励
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
４
月
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　

初
め
は
、
利
用
者
さ
ん
の
特
徴
や
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
声
か
け
・
対
応
方
法
を
身
に

つ
け
る
の
が
大
変
で
し
た
。
で
す
が
、
自
分

か
ら
積
極
的
に
動
く
こ
と
で
少
し
ず
つ
対
応

し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
利

用
者
さ
ん
と
関
わ
る
事
で
笑
顔
を
見
れ
た
り
、

お
礼
を
言
っ
て
下
さ
る
度
に
仕
事
に
や
り
が

い
が
あ
る
な
と
実
感
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
勉
強
し
て
自
分
が

目
指
し
て
い
る
介
護
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

②
仕
事
の
内
容

　

主
に
日
常
生
活
を
送
る
の
に
支
障
が
あ
る

方
へ
の
食
事
や
排
泄
・
入
浴
な
ど
生
活
上
の

介
護
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
さ
ん

が
面
会
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
利
用
者
さ
ん

の
状
況
を
説
明
で
き
る
よ
う
、
介
護
記
録
と

い
う
も
の
を
毎
日
記
入
し
て
い
ま
す
。

③
迫
桜
高
校
で
学
ん
だ
こ
と

　

私
は
、
福
祉
系
列
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
。

授
業
の
中
で
実
習
が
あ
り
、
実
習
を
と
し
て

利
用
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
能
力
や
、
介
護
の
基
礎
的
な
事
か
ら
応
用

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際
に
は
、
体

調
の
変
化
が
見
ら
れ
な
い
か
意
識
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
に
気
を
付

け
て
い
ま
す
。

④
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

社
会
人
は
大
変
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
変
な
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
楽
し
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

将
来
の
自
分
の
為
に
も
、
高
校
生
活
で
学
べ

る
事
は
沢
山
吸
収
し
て
い
け
ば
、
仕
事
で
活

か
せ
る
事
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
失
敗
す
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
で
、

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
の
も
必

要
だ
と
学
ん
だ
の
で
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

卒業生の
活躍

卒業生の
活躍

千
葉　

諒
汰 

（
平
成
三
十
年
度
卒
）

千
葉　

ヒ
カ
ル 

（
平
成
三
十
年
度
卒
）

医
療
法
人
社
団
　
泉
翔
会

　
介
護
老
人
保
健
施
設
　
藤
の
里

医
療
法
人
社
団
　
泉
翔
会

　
介
護
老
人
保
健
施
設
　
藤
の
里



PTAからのおしらせPTAからのおしらせ

定
予
の
期
後

定
予
の
期
後

令
和

　

元
年
度

10月20日（日）に行います。
ぜひ、ご参加ください。10月20日（日）
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迫桜祭　ＰＴＡバザー

◆編集・発行／迫桜高等学校PTA広報委員会

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報「
迫
桜
」37
号
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
37

号
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
多
用
の

と
こ
ろ
原
稿
執
筆
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

37
号
で
は
、
迫
桜
生
の
活
躍
や
、
迫
桜

生
の
１
日
の
様
子
、
生
徒
会
執
行
部
を
中

心
と
し
た
新
た
な
取
り
組
み
や
卒
業
生
の

活
躍
に
も
焦
点
を
当
て
、「
迫
桜
生
の
様

子
」
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
夢
は
ば
た
け
未
来
へ
！
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
を
合
言
葉
に
、
会
員
の

皆
様
に
迫
桜
の
情
報
を
お
届
け
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
会
報
発
行
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
一
同

　今年も大盛況のうちに終えることができました。たくさんの
ご協力ありがとうございました。
　会員の皆様から多くの出品をいただき、63,420 円の収益とな
りました。
　バザー収益金については、PTAだけでなく、学校、そして生
徒のために活用させていただきます。
　ご協力、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（PTA事務局）

編集後記


